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Inourlaboratory，theapplicationofProloglanguagetochemicalengineeringproblemshas

beenstudied：theflowgraphmakingprogrambyPrologandthecontinuoussystemsimulationpro‐

grambyPrologforprocesscontrolproblems，

ＴａｋｉｎｇａｉｍａｔｔｈｅｉｍｐｏｒｔａｎｔｒｏｌｅｏｆｐredicatesintheprogrammingbyProlog,theauthorhas

gatheredpredicatesgroupformanyyears,Inthisreport,predicategroupsaddedinanappendｉｘａｒｅ

ｓｈｏｗｎ；thesegroupsandtheirrelationtoprogrammingbyPrologarestudied．

緒言

今まで，BASIC，ＦＯＲＴＲＡＮ，ＰＡＳＣＡＬやＣの

ような手続き型言語は数値計算での活用がなされてき

たのに対して，ＰＲＯＬＯＧやＬＩＳＰは論理型言語であ

り人工知能言語として数値計算以外の未知の分野での

仕事が期待されている。

本研究室ではＡＩ言語Prologの化学工学の諸問題

への適用として，非線形代数方程式群で記述されてい

る化学プロセスの設計問題に対するフローグラフ作成

プログラム')やプロセス制御問題に対する連続システ

ム・シミュレーション・プログラムの作成2)等の研究

を行ってきた。このProlog言語は習得するのに時間

がかかるという欠点があるが，それは手続き型に‘慣れ

たものが，論理型の言語に戸惑うからである。

本報告は，この言語で述語が大きな役割を持ってい

ることに着目し，長年に渉って，プログラミング時に

新しく作成した述語を集めたものである。もともと

Prologには組み込み述語というものが数十個含まれ

ているが，実際のプログラミングではこれだけでは不

十分であって，少なくとも本報告に記載した述語が必

要不可欠であると思われる。なお筆者は文字関係の述

語も多数集めているが，本報告ではページ数の関係で

これらは割愛し一般の述語だけを記載することにした。

本報告の述語群は述語についてその定義，内容およ

び使用例の順に並んでいる。またその使用方法につい

ては報告ＡＩ言語Prologによる線形計画法問題の解

法プログラムの開発3)を参照されたい。
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述語群（一般的なもの）

１．ａｄｄｅｌｍ(Ｅ,Ｌ,Ｒ）‐>ＲはリストＬの先頭に要

素Ｅを加えたものである。

ａｄｄｅｌｍ(Ｅ,Ｌ,[ＥｌＬ])．

〈eg〉Ｌ＝[1,2,3],Ｅ＝５のときはＲ＝[5,1,2,3]、

２．ａｄｄlast(Ｌ1,Ａ,Ｌ２）‐うＬ２はリストＬ１の最後

に要素Ａを追加したものである。

ａｄｄlast(Ｌ1,Ａ,Ｌ２):‐append(Ｌ1,[Ａ],Ｌ２)．
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くeg〉Ｌ１＝[a,b,c]，Ａ＝dのときはＬ２＝[a,b,c,d]．

3．add-lstl(Ｎ,Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）‐>Ｌ３はリストＬ１の

Ｎ番目にリストＬ２を挿入したものである。

add-lstl(Ｎ,Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）：‐

reverse(Ｌ2,Ｌ22)，ａｄｄｌｓｔｌａ(Ｎ,Ｌ1,Ｌ22,Ｌ３)．

ａｄｄｌｓｔｌａ(Ｎ,Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）：‐

Ｌ２＝[Ｈ１１Ｔ１]，insert(Ｎ,Ｈ１,Ｌ1,Ｌ４)，

ａｄｄｌｓｔｌａ(Ｎ,Ｌ4,Ｔ1,Ｌ３)．

ａｄｄｌｓｔｌａ(Ｎ,Ｌ1,［],Ｌ１)．

〈eg〉Ｌ１＝[１，３，５，６，８，１０],Ｎ＝4,Ｌ２＝[2,6,4］

のときは

Ｌ３＝[1,3,5,6,2,6,4,8,10]．

4．add-lst2(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）今Ｌ３はリストＬ１の最

後にリストＬ２を挿入したものである。

ａｄｄｌｓｔ２(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）：‐

Ｌ２＝[Ｈ１１Ｔ１],add-last(Ｌ1,Ｈ１,ＬＬ)，

add-lst2(ＬＬ,Ｔ1,Ｌ３)．

〈eg〉Ｌ１＝[75,1,49,2,10],Ｌ２＝[23,10]のときは

Ｌ３＝[75,1,49,2,10,23,10]、

5．ａｄｄｓｉｄｌ(Ｌ1,Ａ,Ｌ２）‐うＬ２はリストＬ１の両

側に要素Ａを付加したものである。

ａｄｄｓｉｄｌ(Ｌ1,Ａ,Ｌ２）：‐

add-elm(Ａ,Ｌ1,Ｌ11),add-last(Ｌ11,Ａ,Ｌ２)．

〈eg〉リストＬ１＝[3,5,6,8,10]，Ａ＝23のときは

Ｌ３＝[23,3,5,6,8,10,23]、

6．ａｄｄｓｉｄ２(Ｍ１,Ｍ２,Ｍ３）‐うＭ３は文字列Ｍ１

の両側に文字Ｍ２を付加したものである。

ａｄｄｓｉｄ２(Ｍ１,Ｍ２,Ｍ３）：‐

ｃｏｎｖ－２(Ｍ１,Ｌ１),conv-2(Ｍ２,Ｌ２),Ｌ２＝[E22]，

ａｄｄｓｉｄｌ(Ｌ1,Ｅ22,Ｌ３),ｃｏｎｖ－１(Ｌ3,Ｍ３)．

〈eg〉Ｍ１＝＄albl＋cldl＄，Ｍ２＝＄＋＄のときは

Ｍ３＝＋ａｌｂｌ＋ｃｌｄｌ＋、

7．adj-elm(Ｎ1,Ｎ2,Ｌ）‐うりストＬで２つの要素

Ｎ１，Ｎ２は隣接している。

adj-elm(Ｎ1,Ｎ2,Ｌ）：‐append(Ａｓ,[Ｎ1,Ｎ２１
Ｙｓ],Ｌ)．

〈eg〉Ｌ＝[1,2,3,4]で要素Ｎ１＝2,Ｎ2＝３は隣接

している。

8．append(Ｘｓ,Ｙｓ,Ｚｓ）‐うりストＺｓは２つのリ

ストＸｓ,Ｙｓを連結したリストである。

append（[],Ｙｓ,Ｙｓ)．

append([ＸｌＸｓ],Ｙｓ,［ＸｌＺｓ]）：‐

append(Ｘｓ,Ｙｓ,Ｚｓ)．

〈eg〉Ｘｓ＝[1,2,5,7],Ｙｓ＝11,15,18]のときは

Ｚｓ＝[1,2,5,7,11,15,18]、

９．ｂｅｔｗｎ－１(1,Ｊ,Ｋ)-〉整数ＫがIとＪの間にあれ

ばtrue（両端を含む)。

betwn-1(1,Ｊ,I）：‐Ｉ＝<J・

betwn-1(1,Ｊ,Ｋ）：‐<J,Ｉ１ｉｓ

ｌ＋１，ｂｅｔｗｎ－１(11,Ｊ,Ｋ)．

〈eg〉Ｉ＝2,Ｊ＝６のときはＫ＝2,3,4,5,6.

10．ｂｅｔｗｎ－２(1,Ｊ,Ｋ)->整数ＫがIとＪの間にあれ

ばtrue（両端を含まない)。

betwn-2(1,Ｊ,Ｋ）：‐Ｉ<J,Ｋ<J,Ｋ>Ｉ．

〈eg〉Ｉ＝2,Ｊ＝6のときはＫ＝3,4,5の場合がtrue、

11．ｂｅｔｗｎ－３(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）‐うＬ３は整数リストＬ１

の要素についてＬ２＝[1,Ｊ]間にあるものから成る

リストである。

ｂｅｔｗｎ３(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）：‐

ｂｅｔｗｎ３(Ｌ1,Ｌ2,［],Ｌ３)．

ｂｅｔｗｎ３(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ,Ｌ３）：‐

Ｌ２＝[1,Ｊ],Ｌ１＝[ＦｌＴ]，

ｉｆｔｈｅｎｅｌｓｅ(betwn-2(1,Ｊ,Ｆ),ＬＳ＝

［Ｆ],ＬＳ＝[])，

append(ＬＬ,ＬＳ,ＬＴ)，

ｂｅｔｗｎ－３(Ｔ,Ｌ2,ＬＴ,Ｌ３)．

betwn-3（[],Ｌ2,Ｌ3,Ｌ３)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,7,9,5,8,10,6,11,8],Ｌ２＝[5,10］

のときはＬ３＝[7,9,8,6,8]、

12．ｂｅｔｗｎ－４(Ｌ1,Ｌ2,Ｅ）‐うＥは整数リストＬ１の

各要素について最初にＬ２＝[1,Ｊ]間にあるもので

ある。ないときはＥ＝Ｏとする。

ｂｅｔｗｎ－４(Ｌ1,Ｌ2,Ｅ）：‐Ｌ２＝[1,Ｊ],Ｌ１＝[ＦｌＴ]，

ｉｆｔｈｅｎｅｌｓｅ(betwn-2(1,Ｊ,Ｆ),ＥｉｓＦ，

ｂｅｔｗｎ－４(Ｔ,Ｌ2,Ｅ)．

betwn-4([],Ｌ2,0)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,9,5,10,6],Ｌ２＝[5,10]のときは

Ｅ＝9.

13．betwlL5(Ｌ1,Ａ,Ｌ２）‐うＬ２は整数2重リストＬ

１の要素で整数Ａを要素間に含むサブリストである。

ｂｅｔｗｎ－５(Ｌ1,Ａ,Ｌ２）：‐

Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１],Ｈ１＝[1,Ｊ]，

ｉｆｔｈｅｎｅｌｓｅ(betwn-2(1,Ｊ,Ａ),Ｌ２＝[i,j]，

ｂｅｔｗｎ－５(Ｔ1,Ａ,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[[1,5],[5,9],[9,13]],Ａ＝10のとき

はＬ２＝[9,13]、

14．ｃｏｎｖ－１(Ｌ,Ｍ)-う整数リストＬから文字列Ｍへ

の変換。
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convl(Ｌ,Ｍ）：‐ｎａｍｅ(Ａ,Ｌ),atomstring(Ａ，

Ｍ)．

〈eg〉Ｌ＝[65,47,40,84,115,43,66,41]のときは

Ｍ＝Ａ/(Ｔｓ＋Ｂ)．

15．conv-2(Ｍ,Ｌ）‐う文字列ＭからコードリストＬ

への変換。

conv-2(Ｍ,Ｌ）：‐atomstring(Ａ,Ｍ)，

ｎａｍｅ(Ａ,Ｌ)．

〈eg〉Ｍ＝Ａ/(Ｔｓ＋Ｂ)のときはＬ＝[65,47,40,84,

115,43,66,41]、

16．ｃｏｎｖ３(Ｌ1,Ｌ２）‐う整数２重リストＬ１から２

重文字リストＬ２への変換。‘

ｃｏｎｖ３(Ｌ1,Ｌ２）：‐ｃｏｎｖ３(Ｌ1,［],Ｌ２)．

ｃｏｎｖ３(Ｌ1,ＬＬ,Ｌ２）：‐Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１]，

ｃｏｎｖｌ(Ｈ１,Ｍ１),append(ＬＬ,［Ｍ１],ＬＴ)，

ｃｏｎｖ３(Ｔ1,ＬＴ,Ｌ２)．

ｃｏｎｖ３（[],Ｌ2,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ＝[[40,97,43,98,41],[40,99,43,100,41]］
のときはＬ２＝[(ａ＋ｂ),（c＋ｄ)]、

17．ｃｏｎｖ４(Ｌ1,Ｌ２）‐う文字リストＬ１から２重整数

リストＬ２への変換。

conv-4(Ｌ1,Ｌ２）：‐ｃｏｎｖ４(Ｌ1,［],Ｌ２)．

conv-4(Ｌ1,ＬＬ,Ｌ２）：‐Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１]，

ｃｏｎｖ２(Ｈ１,Ｍ１),append(ＬＬ,［Ｍ１],ＬＴ)，

ｃｏｎｖ４(Ｔ1,ＬＴ,Ｌ２)．

conv-4([],Ｌ2,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ＝[(a＋ｂ),(c＋ｂ)]のときはL2＝[[40,97,
43,98,41]，［40,99,43,100,41]]、

18．ｄｂｌｄｂｌｌ(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）‐>Ｌ３は２重リストＬ１

からリストＬ２を含むという条件つきの２重リスト

である。

ｄｂｌｄｂｌｌ（[[]],Ｌ2,［[]])．

ｄｂｌｄｂｌｌ(Ｌ1,［],Ｌ１)．

ｄｂｌｄｂｌｌ(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）：‐asserta(f(mark))，

member(Ｅ1,Ｌ１),lst-sub3(L2,Ｅ１),Ｘ＝Ｅ１，

asserta(f(Ｘ)),fail、

ｄｂｌｄｂｌｌ(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）：‐collect（[],Ｌ３)．

〈eg〉Ｌ１＝[[49,46]，［48,2]，［1,49,46,50]，
［52,49,1]],Ｌ２＝[49,46]のときはＬ３＝[[49,46]，

［1,49,46,50]]．

１９．ｄｂｌｄｂｌ２(Ｌ1,Ｌ２）‐うＬ２は２重リストＬ１から

条件付きの２重リストである。Ｌ２の要素はＬ１の要

素の両端を除いたもの。

ｄｂｌｄｂｌ２(Ｌ1,Ｌ２）：－length(Ｌ1,Ｎ1)，

ｄｂｌｄｂｌ２(Ｌ1,Ｌ2,Ｎ1)．

ｄｂｌｄｂｌ２(Ｌ1,Ｌ2,0)．

ｄｂｌｄｂｌ２(Ｌ1,Ｌ2,Ｎ）：‐Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１]，

ｄｅｌｓｉｄｌ(Ｈ１,Ｈ２)，

exchg-3(Ｌ1,1,Ｈ２,Ｌ11)，

rotate(1,Ｌ11,Ｌ12)，

Ｎ１ｉｓＮ－１，

ｄｂｌｄｂｌ２(Ｌ12,Ｌ2,Ｎ1)．

〈eg〉Ｌ１＝[[43,97,49,43]，［43,98,49,43]，［43,

99,49,43]]のときはＬ２＝[[97,49],[98,49],[99,

49]]、

20．ｄｂｌ－ｓｉｇｌ(Ｌ1,Ｌ２）‐>２重リストＬ１から各要素
の第１要素を集めたリストＬ２の作成。

ｄｂｌ－ｓｉｇｌ(Ｌ1,Ｌ２):‐ｄｂｌ－ｓｉｇｌ(Ｌ1,［],Ｌ２)．

dbl-sigl（[],Ｌ2,Ｌ２)．

dbl-sigl(Ｌ1,ＬＬ,Ｌ２）：‐

Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１],Ｈ１＝[Ａ,Ｂ]，

append(ＬＬ,［Ａ],ＬＴ)，

dbl-sigl(Ｔ1,ＬＴ,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[[75,1]，[49,2],[47,3],[41,4],[５２，
５]，［53,6]]のときはＬ２＝[75,49,47,41,52,53]、

21．dbl-sig2(Ｌ1,Ｌ２）‐〉整数2重リストＬ１から条
件付きリストＬ２の作成。ただしＬ１の各要素を４３

（＋ノASCII値）で連結する。

ｄｂｌ－ｓｉｇ２(Ｌ1,Ｌ２）：-dbl-sig2(Ｌ1,［],Ｌ２)，
dellast(Ｌ12,Ｌ２)．

ｄｂｌ－ｓｉｇ２(Ｌ1,ＬＬ,Ｌ２）：‐Ｌ１＝[Ｈ１,Ｔ]，
ａｄｄlast(Ｈ1,43,Ｌ11),append(ＬＬ,Ｌ11,ＬＴ)，

ｄｂｌ－ｓｉｇ２(Ｔ1,ＬＴ,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[[107,49,165,115]，［107,50,165,115]，
［108,49,165,115]]のときはＬ２＝[107,49,165,115,

43,107,50,165,115,43,108,49,165,1151

22．ｄｂｌｔｒｉｌ(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）‐>２個の２重リストＬ１，

Ｌ２から３重リストＬ３の作成。ただしＬ1,Ｌ２の各

要素が異なるものを要素する。

dbltril(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３):‐dbltril(Ｌ1,Ｌ2,［],Ｌ３)．

dbltril(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ,Ｌ３）：‐

Ｌ１＝[Ｈ１,Ｔ],Ｌ２＝[Ｈ２１Ｔ２]，

ifthenels(Ｈ１￥＝＝Ｈ２,append

（ＬＬ,［Ｈ１,Ｈ２]],ＬＴ)，

append(ＬＬ,［],ＬＴ))，

ｄｂｌｔｒｉｌ(Ｔ1,Ｔ２,Ｌ3,Ｌ３)．

ｄｂｌｔｒｉｌ（[],［],Ｌ3,Ｌ３)．

〈eg〉Ｌ１＝[[1,20,35],[40,97,20],［15,26],[25,
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１４]，［18,20]],Ｌ２＝[[1,20,35]，［97,25]，［15,26]，

［25,15]，［17,20]]のときはＬ３＝[[40,97,20],[97,

25]],［[25,14],［25,15]],［[18,20],［17,20]]]、

23．del-blk(Ｌ1,Ｌ２）‐>Ｌ２は２重リストＬ１の最後

の要素が[]ならこれを除いたものである。でないな

らそのままとする。

del-blk（[[]]，［[]])．

del-blk(Ｌ1,Ｌ２）：‐last(Ｌ1,Ａ)，

ifthenelse(Ａ＝[],del-last(Ｌ1,Ｌ２)，Ｌ２＝Ｌ１)．

〈eg〉Ｌ１＝[[1,2,3],[5,6,1],□]のときは

Ｌ２＝[[1,2,3]，［5,6,1]］

24．ｄｅｌｅｌｍｌ(Ｘ,Ｌ,Ｘｓ)-うりストＸｓはリストＬの

中の要素Ｘを一つだけ削除した残りのリストである。

ｄｅｌｅｌｍｌ(Ｘ,［ＸｌＸｓ],Ｘｓ)．

ｄｅｌｅｌｍｌ(Ｘ,［ＹｌＹｓ],［ＹｌＺｓ]）：‐

del-elm(Ｘ,Ｙｓ,Ｚｓ)．

〈eg〉Ｌ＝[1,2,3,4],Ｘ＝1のときはＸｓ＝[2,3,4]、
25．ｄｅｌｅｌｍ２(Ｌ1,Ｎ1,Ｌ２)->Ｌ２はリストＬ１から

Ｎ１番目の要素を除去したものである。

ｄｅｌｅｌｍ２(Ｌ1,Ｎ1,Ｌ２）：‐length(Ｌ1,ＮＮ)，

ifthenelse(Ｎ１>１，

rotate(Ｎ1-1,Ｌ1,Ｌ２),Ｌ２＝Ｌ１)，

Ｌ２＝[Ｈ１１Ｔ１],ＮｒｉｓＮＮ－Ｎ１，

rotate(Ｎｒ,Ｔ1,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,20,3,15,30,5,10,24],Ｎ１＝３のと

きはＬ２＝[1,20,15,30,5,10,24］

26．ｄｅｌｅｌｍ３(Ｌ1,Ｘ,Ｌ２)-うりストＬ２はリストＬ１

の中の１個あるいは重複した要素Ｘを全て削除した

残りのリストである。

ｄｅｌｅｌｍ３（[ＸｌＬＬ],Ｘ,Ｌ２）：‐

ｄｅｌｅｌｍ３(ＬＬ,Ｘ,Ｌ２)．

ｄｅｌｅｌｍ３（[Ｘ｜ＬＬ],Ｚ,［ＸｌＬ２]）：‐Ｘ￥＝Z，

ｄｅｌｅｌｍ３(ＬＬ,Ｚ,Ｌ２)．

ｄｅｌｅｌｍ３（[],Ｘ,□)．

〈eg〉リストＬ＝[１，２，３，１，４],Ｘ＝１のときは

Ｘｓ＝[2,3,4]、

27．del-last(Ｌ1,Ｌ２)-＞リストＬ１から最終の要素

を除去したリストＬ２の作成。

del-last(Ｌ1,Ｌ２）：‐length(Ｌ1,ＮＮ)，

rotate(ＮＮ－１,Ｌ1,ＬＬ),ＬＬ＝[Ｈ１１Ｌ２]．

〈eg〉Ｌ１＝[1,2,3,1,4]のときはＬ２＝[1,2,3,1]．
28．del-lstl(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３)-うＬ３はリストＬ１から部

分リストＬ２を除去したものである。ただしＬ２が先

頭にあるか，Ｌ１の要素が全て異なっている場合。

del-lstl(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）：‐Ｌ２＝[Ｈ１１Ｔ１]，

select(Ｈ１,Ｌ1,Ｌ４),del-lstl(L4,Ｔ1,Ｌ３)．

del-lstl(Ｌ1,［],Ｌ１)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,3,5,6,8,10,54,14,6],Ｌ２＝[6,8,

10,54]のときはＬ３＝[1,3,5,14,61

29．del-lst2(Ｌ1,Ｎ1,Ｌ2,Ｎ2,ＬＬ）‐うＬＬはリスト

Ｌ１から一続きの部分リストＬ２を除去したもので

ある。

del-lst2(Ｌ1,Ｎ1,Ｌ2,Ｎ2,ＬＬ）：‐

numl-lst(Ｌ1,Ｌ2,Ｎ、),ＮｒｉｓＮｍ－１，

rotate(Ｎｒ,Ｌ1,Ｌ３),del-lst(L3,Ｌ2,Ｌ４)，

NtisN1-N2-Nr,rotate(Ｎｔ,14,ＬＬ)．

del-lst2(Ｌ1,Ｎ1,Ｌ2,Ｎ2,ＬＬ）：‐

write（'notexist)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,3,5,6,2,6,4,8,10,25],Ｌ２＝[６，

２，６，４]のときはＬ３＝[1,3,5,8,10,25]．

30．del-lst3(Ｌ1,Ｎ1,Ｌ２)-うＬＬはリストＬ１から先

頭のＮ個の要素を除去したものである。

del-lst3(Ｌ1,0,Ｍ）：‐Ｍ＝Ｌ1．

del-lst3(Ｌ1,Ｎ,Ｍ）：‐Ｌ１＝[ＨｌＴ１],N1isN-1，

del-lst3(Ｔ1,Ｎ1,Ｍ)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,3,5,5,10,9,3,4,1],Ｎ＝６のときは

Ｌ２＝[3,4,1]、

31．ｄｅｌｌｓｔ４(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ)‐うＬＬはリストＬ１から

サブリストＬ２を全て除去したものである。

deLlst4(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ）：‐deLlst4(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ,0)．

del-lst4(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ,l）：‐

del-lst2(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ3,Ｎ、)，

ｌｌｉｓｌ＋1,del-lst4(Ｌ3,Ｌ2,ＬＬ,11)．

〈eg〉Ｌ１＝[6,2,6,4,8,2,6,4,25,2,6,4,2]，

Ｌ２＝[2,6,4]のときはＬＬ＝[6,8,25,2]．

32．ｄｅｌｌｓｔ５(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３)-今Ｌ３は２重リストＬ１か

ら要素Ｌ２を除去したものである。

del-lst5(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）：‐

del-lst5(Ｌ1,Ｌ2,［],Ｌ３)．

del-lst5（[],Ｌ2,Ｌ3,Ｌ３)．

del-lst5(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ,Ｌ３）：‐Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１]，

ifthenelse(ＬＳ＝[],ＬＴ＝ＬＬ，

append(ＬＬ,［LS],ＬＴ))，

ｄｅｌｌｓｔ５(Ｔ1,Ｌ2,ＬＴ,Ｌ３)．

〈eg〉Ｌ１＝[[1,3,5],［2,10],[6,4,8,2]]，

Ｌ２＝[2,10]のときはL3＝[[1,3,5],[6,4,8,2]]、

33．ｄｅｌｌｓｔ６(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３)‐〉Ｌ３は２重リストＬ１

からサブ２重リストＬ２を除去したものである。
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ｄｅｌｌｓｔ６(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）：‐Ｌ２＝[Ｈ１１Ｔ１]，

ｄｅｌｌｓｔ５(Ｌ1,Ｈ１,Ｌ31],deLlst6(Ｌ31,Ｔ1,Ｌ３)．

〈eg〉Ｌ１＝[[1,3,5]，［2,10]，［6,4,8,2]，［5,1]]，

Ｌ２＝[[2,10],［5,1]]のときは

Ｌ３＝[[1,3,5]，［6,4,8,2]］

34．ｄｅｌｓｉｄｌ（Ｌ1,Ｌ２)‐うＬ２はリストＬ１の最初と

最後の要素を除去したものである。

ｄｉｌｓｅｄｌ(Ｌ1,Ｌ２):‐Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１]，

ｄｉｌｓｅｄｌ(Ｔ1,［],Ｌ２)．

ｄｅｌｓｉｄｌ(Ｌ1,ＬＬ,Ｌ２）：‐

Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１],ＬＳ＝[Ｈ１]，

append(ＬＬ,ＬＳ,ＬＴ),del-sidl(Ｔ1,ＬＴ,Ｌ２)．

ｄｅｌｓｉｄｌ（[Ａ],Ｌ2,Ｌ２)．

〈eg〉リストＬ１＝[1,2,3,4,5]のときは

Ｌ２＝[2,3,4]、

35．ｄｉｆｌｓｔ(Ｌ1,Ｌ２)-う整数リストＬ１の各要素の差

を要素とするリストＬ２の作成。

diUst(Ｌ1,Ｌ２）：‐length(Ｌ1,Ｎ)，

diUst(Ｎ,Ｌ1,［],Ｌ２)．

ｄｉｆｌｓｔ(1,-,Ｌ2,Ｌ２)．

ｄｉｆｌｓｔ(Ｎ,Ｌ1,ＬＬ,Ｌ２）：‐

Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１],Ｔ１＝[Ｈ２１Ｔ２]，

ＡｉｓＨ２－Ｈ１,Ｎ１ｉｓＮ－１,append(ＬＬ,[Ａ],ＬＴ)，

difLlst(Ｎ1,Ｔｌ,ＬＴ,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,12,28,35,54]，Ｎ＝５のときは

Ｌ２＝[11,16,7,19]、

36．exchg-1（Ｌ1,Ｎ,Ｌ２)‐うりストＬ２はリストＬ１

のＮ番目の要素について前後を交換したものであ

る。

exchg-1（Ｌ1,Ｎ,Ｌ２）：‐

sampling(Ｎ,Ｌ1,Ａ),Ｎ１ｉｓＮ－１，

ｌｓｔｓｕｂｌ(Ｌ1,Ｎ1,Ｌ3,ＬＬ)，

Ｌ３＝[ＨｌＴ１],Ｔ２＝[ＡｌＬＬ]，

append(Ｔ1,Ｔ２,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[2,8,10,6,25,49,43],Ｎ＝4のときは

その要素は６で，

Ｌ２＝[25,49,43,6,2,8,101

37．exchg-2(Ｌ1,Ｎ,Ａ,Ｌ２)‐>Ｌ２はリストＬ１の第

Ｎ番目の要素をリストＡと交換したものである。

exchg-2(Ｌ1,Ｎ,Ａ,Ｌ２）：‐

ｄｅｌｅｌｍ２(Ｌ1,Ｎ,Ｌ11)”

ｉｎｓｅｌｍｌ(Ｌ11,Ｎ,Ａ,Ｌ12),flatten(Ｌ12,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,7,9,5,8,10,6,11,8]，Ｎ＝2,Ａ＝

［9,9,9］のときはＬ２＝［1,9,9,9,9,5,8,10,6,

11,81

38．exchg-3(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ）‐>要素が重複したリス

トＬ１から２重リストＬ２を用いてリストＬＬを作

成する。

exchg-3(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ）：‐

length(Ｌ1,Ｎ),Ｌ２＝[Ｌ２１１［Ａ１]]，

length(Ｌ21,Ｎ2)，

ｅｘｃｈｇ－３ｂ(Ｌ1,Ｌ21,Ａ,Ｎ21,ＬＬ,Ｎ１)．

excha3b(ＬＬ,Ｌ21,Ａ,Ｎ21,ＬＬ,０)．

ｅｘｃｈｇ－３ｂ(ＬＬ,Ｌ21,Ａ,Ｎ21,ＬＬ,l）：‐

Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１]，

ifthenelse(Ｈ１＝Ａ，

ｅｘｃｈｇ－３ｂ(Ｔ1,Ｌ21,Ｎ21,Ｌ３)，

rotate(1,Ｌ1,Ｌ３),ｌｌｉｓｌ－１，

ｅｘｃｈｇ－３ｂ(Ｌ3,Ｌ21,Ａ,Ｎ21,ＬＬ,11)．

ｅｘｃｈｇ－３ｂ(Ｔ1,Ｌ21,ＮL1,Ｌ３）：‐

append(Ｌ21,Ｔ1,Ｌ31),rotate(NL1,Ｌ31,Ｌ３)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,5,7,9,5,8],Ｌ２＝[[1,2,3]，［5]］

のときはＬＬ＝[1,1,2,3,7,9,1,2,3,8]、

39．exchg-4(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ）‐う要素が重複したリス

トＬ１から２重リストＬ２を用いてリストＬＬを作成

する。

exchg-4(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ）：‐Ｌ２＝[Ｂ,Ａ]，

length(Ｌ1,Ｎ1),length(Ａ,ＮＡ)，

ｅｘｃｈｇ－４ｃ(Ｌ1,Ｂ,Ａ,ＮＢ,ＬＬ,Ｎ１)．

ｅｘｃｈｇ－４ｃ(ＬＬ,Ｂ,Ａ,ＮＢ,ＬＬ,０)．

ｅｘｃｈｇ－４ｃ(Ｌ1,Ｂ,Ａ,ＮＢ,ＬＬ,l）：‐

Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１]，

length(Ａ,ＮＡ),lst-div5(Ｌ1,ＮＡ,Ｈ１,Ｔ２)，

ifthenelse(Ｈ１＝Ａ,exchg-4c(Ｔ２,Ｂ,ＮＢ,Ｌ３)，

ｌｌｉｓｌ－ＮＡ,（rotate(1,Ｌ1,Ｌ３),llisl-1))，

exchg-4c(Ｌ3,Ｂ,Ａ,ＮＢ,ＬＬ,１１)．

exchg-4c(Ｔ２,Ｂ,NL1,Ｌ３）：‐

append(Ｂ,Ｔ２,Ｌ31),rotate(NL1,Ｌ31,Ｌ３)．

〈eg〉Ｌ１＝[98,165,122,49,110,43,100,122,49,

110,47,100,116],Ｌ２＝[[120,49],［122,49,110]］

のときはＬＬ＝[98,165,120,49,43,100,120,49,

47,100,1161

40．exchg-5(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ)‐う要素が重複したリスト

Ｌ１から３重リストＬ２を用いてリストＬＬを作る。

exchg-5(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ3,ＬＬ）：‐Ｌ２＝[Ｈ１１Ｔ１]，

exchg-3(Ｌ1,Ｈ１,ＬＬ1),exchg-5(ＬＬ1,Ｔ1,ＬＬ)．

〈eg＞Ｌ１＝[98,165,100,121,47,100,116,43,122,

61,97,165,120],Ｌ２＝[[[120,49]，［120]]，［[121,
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５０]，［121]],［[107,49],［97]],［[107,50],[98]]］

のときはＬＬ＝[107,50,165,100,121,50,47,100,

116,43,122,61,107,49,165,120,49］

41．exchg-6(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ）今要素が重複したリス

トＬ１から３重リストＬ２を用いてリストＬＬを作る。

exchg-6(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ）：‐Ｌ２＝[Ｈ１１Ｔ１]，

exchg-4(Ｌ1,Ｈ１,ＬＬ1),exchg-6(LL1,Ｔ1,ＬＬ)．

〈eg〉Ｌ１＝[3,6,1,5,7,9,5,7,8,3,6,10,5,7，

１１，９，８，５],Ｌ２＝[[[1,2,3],[5,7]],［[50,40],[３，

６]],［[10,20,30],[8,5]]]のときはＬＬ＝[50,40,

1,1,2,3,9,1,2,3,8,50,40,10,1,2,3,11,10,20,

30］

42．flatten(Ｘｓ,Ｙｓ）‐うＹｓはリストＸｓを平坦化し

たものである。

flatten（[ＸｌＸｓ],Ys3）：‐flatten(Ｘ,Ysl)，

flatten(Ｘｓ,Ys2),append(Ysl,Ys2,Ys3)．

flatten(Ｘ,［Ｘ]）：‐ａｔｏｍｉｃ(Ｘ),Ｘ￥＝[]、

flatten（[]，［])．

〈eg〉Ｘｓ＝[h,[i,j],ａ,［b,[Ｃ,ｄ],ｅ],[f,ｇ]］の

ときはＹｓ＝[h,i,j,ａ,ｂ,ｃ,ｄ,ｅ,f,ｇ］

43．ｆｎｄｌｓｔ(Ｌ1,Ｌ2,Ｎ）‐>ＮはリストＬ１の先頭か

ら何個ヘッドを取り除いたらリストＬ２を含むサブ

リストが現れるかその個数である。

fnd-lst(Ｌ1,Ｌ2,Ｎ、）：‐

fnd-lst(Ｌ1,Ｌ2,1,1,Ｎ､),ＮｍｉｓＮｎ－１・

fnd-lst(Ｌ1,Ｌ2,0,-,Ｎ、)．

fnd-lst(Ｌ1,Ｌ2,1,Ｎr,Ｎｍ）：－

iftthenelse(append(L2,Ｌ3,Ｌ１),ＮＣ＝0,Ｎo＝1)，

Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１],ＮｓｉｓＮｒ＋１，

ifthenelse(ＮＣ＝1,fnd-lst(Tl,Ｌ2,Ｎo,Ｎｓ,Ｎｍ)，

ＮｍｉｓＮｍ－１)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,3,5,6,2,6,4,8,10],Ｌ２＝[２，６，

４，８]のときはＮｍ＝4.

44．func-1(Ｌ1,Ｌ２）‐〉Ｌ２は整数リストＬ１の各要

素にたいしてある関数を適用した新しいリストであ

る。

func-1（Ｌ1,Ｌ２）：‐ｆｕｎｃ－１(Ｌ1,Ｌ2,口)．

ｆｕｎｃ－１（[ＡｌＲ],Ｈ,Ｔ):‐

funｃ(Ａ,Ｈ,Ｍ),func-1(Ｒ,Ｍ,Ｔ)．

func-1(Ａ,[ＢｌＤ],Ｄ）：‐funｃ(Ａ,Ｂ)．

funｃ(Ａ,Ｂ）：‐Ｂｉｓ２＊Ａ、

〈eg〉リストＬ１＝[1,2,3,4,5]各要素を２倍した

リストはＬ２＝[2,4,6,8,10]、

45．ｉｎｓｅｌｍｌ(Ｎ,Ｅ,Ｌ1,Ｌ２)‐今Ｌ２はリストＬ１Ｚ

の先頭からＮ番目に要素Ｅを挿入したものである。

ｉｎｓｅｌｍｌ(0,Ｅ,Ｌ,［ＥｌＬ]）：‐１．

ｉｎｓｅｌｍｌ(_,Ｅγ［]，［Ｅ]）：‐１．

ｉｎｓｅｌｍｌ(Ｎ,Ｅ,［ＨｌＴ],［ＨｌＲ]）：‐N1isN-1，

ｉｎｓｅｌｍｌ(Ｎ1,Ｅ,Ｔ,Ｒ)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,3,5,8,4],Ｎ＝３，Ｅ＝10のときは

Ｌ２＝[1,3,5,10,8,4]、

46．ｉｎｓｅｌｍ２(Ｌ1,Ａ,Ｌ２)‐うＬ２はリストＬ１のす

べての要素間に要素Ａを挿入したものである。

ｉｎｓｅｌｍ２(Ｌ1,Ａ,Ｌ２）：‐length(Ｌ1,Ｎ2),ＮＬｉｓ

Ｎ２＋Ｎ２‐１，ins-elm2(ＮＬ,１，Ｌ1,,Ａ,，Ｌ２)．

ｉｎｓｅｌｍ２(ＮＬ,Ｎ,Ｌ2,Ａ,Ｌ２）：‐ＮＬ〈＝Ｎ・

ｉｎｓｅｌｍ２(ＮＬ,Ｎ,Ｌ1,Ａ,Ｌ２）：‐

ｉｎｓｅｌｍｌ(Ｎ,Ａ,Ｌ1,Ｌ11)，Ｎ１ｉｓＮ＋２，

ｉｎｓｅｌｍ２(ＮＬ,Ｎ1,Ｌ11,Ａ,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[5,8,4,8,9]，Ａ＝3のときは

Ｌ２＝[5,3,8,3,4,3,8,3,9]、

47．ins-last(Ａ,Ｌ1,Ｌ２)‐〉Ｌ２はリストＬ１の最後

に要素Ａを挿入したものである。

ins-last(Ｘ,［],［Ｘ])．

ins-last(Ｘ,[ＦｌＲ],[ＦｌＳ]）：‐

ins-last(Ｘ,Ｒ,Ｓ)．

〈eg〉Ｌ１＝[a,b,c],Ａ＝dのときはL2＝[a,b,c,d]、

48．ins-lst(Ｌ1,Ｌ2,Ａ,Ｌ３)-うＬ３はリストＬ１に対

して番号リストＬ２の番号のところに要素Ａを挿入

したものである。

ins-lst(Ｌ1,Ｌ2,Ａ,Ｌ３）：‐Ｌ２＝[ＮｌＴ],N1isN-1，

ｉｎｓｅｌｍｌ(Ｎ1,Ａ,Ｌ1,ＬＬ)，

ins-lst(ＬＬ,Ｔ,Ａ,Ｌ３)．

ins-lst(Ｌ3,［],Ａ,Ｌ３)．

〈eg〉Ｌ１＝[10,20,30,40,50],Ｌ２＝[1,4,9],Ａ＝

９９のときはＬ３＝[99,10,20,99,30,40,50,60,99］

49．intsect(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３)‐うＬ３は２個のリストＬ１，

Ｌ２の共通要素からなるリスト

intsect(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）：‐intsect(Ｌ1,Ｌ2,［],Ｌ３)．

intsect（[],Ｌ2,Ｌ3,Ｌ３)．

intsect(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ,Ｌ３）：‐Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１]，

ifthenslse

（ｍｅｍｂｅｒ(Ｈ１,Ｌ２),ＬＳ＝[Ｈ１],ＬＳ＝[])，

append(ＬＬ,ＬＳ,ＬＴ)，

intsect(Ｔ1,Ｌ2,ＬＴ,Ｌ３)．

〈eg〉Ｌ１＝[a,ｂ,c,ｄ],Ｌ２＝[e,f,c,９，．]のときは

Ｌ３＝[c,ｄ]、

50．last(Ｌ,Ｘ)‐うＸはリストＬの最終要素である。
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last（[Ｘ],Ｘ)．

last([ＦｌＲ],Ｘ）：‐last(Ｒ,Ｘ)．

〈eg〉Ｌ＝[a,ｂ,ｃ]のときはＸ＝c、

51．ｌｓｔｄｉｖｌ(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ1,ＬＬ2）‐うＬＬ1,ＬＬ２は

リストＬ１を区間リストＬ２で大小関係について分割

した２個のリストである。

ｌｓｔｄｉｖｌ（Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ1,ＬＬ2）：‐

ｌｓｔｄｉｖｌ(Ｌ1,Ｌ2,［],［],ＬＬ1,ＬＬ2)．

ｌｓｔｄｉｖｌ(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ01,ＬＬ1,ＬＬ2）：‐

Ｌ１＝[ＨｌＴ],Ｌ２＝[11,12]，

ifthenelse((Ｈ>11,Ｈ<12),ＬＳ＝[Ｈ],ＬＴ＝[Ｈ])，

ifthenelse(ＬＳ＝[],Ｌ11＝LO1，

append(LO1,ＬＳ,Ｌ11))，

ifthenelse(ＬＹ＝[],Ｌ12＝LO2，

append(LO2,ＬＴ,Ｌ12))，

ｌｓｔｄｉｖｌ(Ｔ,Ｌ2,Ｌ11,Ｌ12,ＬＬ1,ＬＬ2)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,3,8,6,13,5,11,10,16,22,12],Ｌ

２＝[5,12]のときは

ＬＬ1＝[8,6,11,10],ＬＬ2＝[1,3,13,5,16,22,12]、

52．ｌｓｔｄｉｖ２(Ｌ1,Ｎ,ＬＬ1,ＬＬ2）‐うＬＬ1,ＬＬ２は

整数リストＬ１をある数Ｎで大小関係について分割

したものである。

ｌｓｔｄｉｖｌ（[ＸｌＸｓ],Ｎ,［ＸｌＬｓ],Ｂｓ）：‐Ｘ＝<Ｙ，

ｌｓｔｄｉｖ２(Ｘｓ,Ｎ,Ｌｓ,Ｂｓ)．

ｌｓｔｄｉｖｌ（[ＸｌＸｓ],Ｎ,Ｌｓ,［ＸｌＢｓ]）：‐Ｘ>Ｎ，

ｌｓｔｄｉｖ２(Ｘｓ,Ｎ,Ｌｓ,Ｂｓ)．

ｌｓｔｄｉｖ２（[],Ｎ,［]，［])、

〈eg〉Ｌ１＝[1,12,35,3,5,6,8,10,26],Ｎ＝１０の

ときはＬＬ1＝[1,3,5,6,8,10],ＬＬ2＝[12,35,26]、

53．ｌｓｔｄｉｖ３(Ｌ1,Ａ,Ｌ2,Ｌ３）‐>Ｌ2,Ｌ３はリストＬ

１をある要素Ａでその前後に分割したものである。

ｌｓｔｄｉｖ３(Ｌ1,Ａ,Ｌ2,Ｌ３）：‐ｌｓｔｎｕｍ(Ｌ1,Ａ,ＮＡ)，

Ｎ１ｉｓＮＡ－１,lst-subl(Ｌ1,Ｎ1,Ｌ33,Ｌ２)，

Ｌ33＝[ＨｌＬ３]．

〈eg〉Ｌ１＝[1,12,35,3,38,5,6,8,10,26],Ａ＝３８

のときはＬ２＝[1,12,35,3],Ｌ３＝[5,6,8,10,261

54．ｌｓｔｄｉｖ４(Ｌ1,Ａ,Ｂ,ＬＬ）‐うＬＬはリストＬ１の

２個の要素Ａ,Ｂ間にある要素のリストである。

ｌｓｔｄｉｖ４(Ｌ1,Ａ,Ｂ,ＬＬ）：‐

ｌｓｔｄｉｖ３(Ｌ1,Ａ,Ｌ2,Ｌ３)，

ｌｓｔｄｉｖ３(Ｌ3,Ｂ,ＬＬ,Ｌ５)．

〈eg〉Ｌ１＝[100,122,49,110,47,100,116,61,40,

114],Ａ＝100,Ｂ＝47のときはＬＬ＝[122,49,110]、

５５．ｌｓｔｄｉｖ５(Ｌ1,Ｎ,Ｌ2,Ｌ３)‐うＬ２はリストＬ１の

先頭からＮ個取った要素のリストである。Ｌ３は残

りのリスト。

lst-div5(Ｌ1,Ｎ,Ｌ2,Ｌ３）：‐ｄｉｖ５(Ｌ1,Ｎ,［],Ｌ２)，

append(Ｌ2,Ｌ3,Ｌ１)．

ｄｉｖ５(Ｌ1,0,Ｌ2,Ｌ２)．

ｄｉｖ５(Ｌ1,Ｎ,ＬＬ,Ｌ２）：‐Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１]，

append(ＬＬ,［Ｈ１],ＬＳ),Ｎ１ｉｓＮ－１，

ｄｉｖ５(Ｔ1,Ｎ1,ＬＳ,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[20,4,3,1,2,3,4,5,6,7],Ｎ＝4のときは

Ｌ２＝[20,4,3,1],Ｌ３＝[2,3,4,5,6,7]、

56．ｌｓｔｄｉｖ６(Ｌ1,Ａ,Ｌ２)今リストＬ１で，ある要

素が重複しているときその要素で場所について分割

した２重リストＬ２を作る。

ｌｓｔｄｉｖ６(Ｌ1,Ａ,Ｌ２）：‐length(Ｌ1,ＮＯ)，

ｌｓｔｍｋ６ａ(Ｌ1,Ａ,Ｌ11),Ｎ１１ｉｓＮＯ＋１，

ａｄｄlast(Ｌ11,Ｎ11,Ｌ12),ｄｉｖ５(Ｌ1,Ｎ,［],Ｌ２)，

append(Ｌ2,Ｌ3,Ｌ１),Ｌ13＝[ＯｌＬ１２]，

ｄｉｆｌｓｔ(Ｌ13,Ｌ14),ＬＬ1＝[ＯｌＬ１]，

ｄｉｖ６(ＬＬ1,Ｌ14,Ｌ２)．

ｄｉｖ６(Ｌ1,ＬＬ,ＬＳ,Ｌ２）：‐

Ｌ１＝[ＬＯｌＬＬ１],ＬＬ＝[Ｈ１１Ｔ１]，

ｌｓｔｄｉｖ５(ＬＬ1,Ｈ１,Ｌ14,Ｌ15)，

append(ＬＳ,［Ｌ14],ＬＴ,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,12,35,3,38,5,6,8,10,26,38,12，

45,38,10],Ａ＝38,のときはＬ２＝[[1,12,35,3]，

［5,6,8,10,26],［12,45]，［10]]．

57．ｌｓｔｎｕｍ(Ｌ1,Ａ,ＮＡ）‐うＮＡはリストＬ１の中

で要素Ａの番号である。

ｌｓｔｎｕｍ(Ｌ1,Ａ,ＮＡ）：‐ｌｓｔｎｕｍ(Ｌ1,1,Ａ,ＮＡ)．

ｌｓｔｎｕｍ(Ｌ１，Ｎ,Ａ,ＮＡ）：‐Ｌ１＝[ＹｌＴ]，

ifthenelse(Ｎ＝Ｙ,ＮＡｉｓＮ,（Ｎ１ｉｓＮ＋１，

ｌｓｔｎｕｍ(Ｔ,Ｎ1,Ａ,ＮＡ)))．

ｌｓｔｎｕｍ([],Ｎ,Ａ,Ｏ)．

〈eg〉Ｌ１＝[40,84,6,70,115,43,66,41,43,65]，
Ａ＝115のときはＮＡ＝5.

58．ｌｓｔｓｕｂｌ(Ｌ1,Ｎ,Ｌ3,Ｌ２)-うＬ２,Ｌ３はリストＬ

１の先頭のＮ個の要素からなるリストと残りのリス

トである。

ｌｓｔｓｕｂｌ(Ｌ1,Ｎ,Ｌ2,Ｌ３）：‐

ｄｅｌｌｓｔ３(Ｌ1,Ｎ,Ｌ２),append(Ｌ3,Ｌ2,Ｌ１)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,3,5,5,10,9,3,4,1],Ｎ＝3のときは

Ｌ２＝[1,3,5],Ｌ３＝[5,10,9,3,4,1］

59．ｌｓｔｓｕｂ２(Ｌ1,Ｎ1,Ｎ2,ＬＬ)‐>ＬＬはリストＬ１

のＮ１番からＮ2番目までの要素からなるリストで
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ある。

ｌｓｔｓｕｂ２(Ｌ1,Ｎ1,Ｎ2,ＬＬ）：‐Ｎ１１ｉｓＮ１－１，

ｌｓｔｓｕｂｌ(Ｌ1,Ｎ11,Ｌ２)，Ｎ３ｉｓＮ２－Ｎ１１，

ｌｓｔｓｕｂｌ（Ｌ2,Ｎ3,ＬＬ)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,3,5,5,10,9,3,4,1],Ｎ１＝２，

Ｎ2＝３のときはＬＬ＝[3,5］

60．ｌｓｔｓｕｂ３(Ｌ1,Ｌ２)‐うりストＬ２がリストＬ１の

サブリストであるか否か。

ｌｓｔｓｕｂ３(Ｌ1,Ｌ２）：‐prefix(ＬＳ,Ｌ２)，

suffix(Ｌ1,ＬＳ)．

〈eg〉Ｌ２＝[3,8,9]はＬ１＝[1,14,6,12,22,3,8,9,

15]のサブリストである。

61．ｌｓｔｓｕｂ４(Ｌ1,Ｎ,Ｒ,Ｌ２)->Ｌ２はリストＬ１をＲ

回回転して先頭からＮ個の要素のリストである。

ｌｓｔｓｕｂ４(Ｌ1,Ｎ,Ｒ,Ｌ２）：‐

ｌｓｔｓｕｂｌ(Ｌ1,Ｎ,－，Ｌ11)，

rotate(Ｒ,Ｌ1,Ｌ12),lst-subl(Ｌ12,Ｎ,－，Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[10,20,30,40,50,60],Ｒ＝3,Ｎ＝４の

ときはＬ２＝[40,50,60,101

62．map-O1(Ｌ1,Ｌ２)-うＬ２は整数リストＬ１を写像

したリストである。

写像はｇ(ｘ)なら１，でないなら０とする。

ｍａｐ－Ｏ１（[]，［])．

map-O1（[ＨｌＴ],［ＶｌＲ]）：‐ｆ(Ｈ,Ｖ)，

map-O1(Ｔ,Ｒ)．

ｆ(Ｘ’１）：‐ｇ(Ｘ),!．

ｆ(Ｘ'０)．

〈eg〉Ｌ１＝[97,43,47,40,98,49,43],ｇ(Ｘ)をＸ＝

４３なら１，でないなら０とする。このときＬ２＝[０，

１，０，０，０，０，１］

63．ｍａｘｎｕｍ(Ｌ1,Max,ＮＣ)-うりストＬ１の要素

で最大のものＭａｘとその番号ＮＣを求める。

ｍａｘｎｕｍ(Ｌ1,Max,ＮＣ）：‐

ｍａｘ２(Ｌ1,Max),ｍｅｍｂｅｒ(Max,Ｌ1,Ｎo)．

ｍａｘ２（[],error)．

ｍａｘ２（[Ｘ],Ｘ）：－１．

ｍａｘ２（[ＨｌＬ],Max）：‐

ｍａｘ２(Ｌ,Ｍ),（Ｈ>Ｍ,ＭａｘｉｓＨ;ＭａｘｉｓＭ),!．

〈eg〉Ｌ１＝[1,3,5,6,8,10,5,6]のときはmax＝

10,Ｎｏ＝６．

６４．ｍｅｍｂｅｒ(Ｅ,Ｌ)-うＥはリストＬの要素である。

ｍｅｍｂｅｒ(Ｘ,［ＸｌＴ])．

ｍｅｍｂｅｒ(Ｘ,［ＹｌＴ]）：‐ｍｅｍｂｅｒ(Ｘ,Ｔ)．

〈eg〉Ｅ＝１はリストＬ１＝[2,1,3]の要素である。

65．ｍｋｌｓｔｌ(Ｌ1,Ｎ,Ｌ２)->Ｌ２はリストＬ１の要素

でＮより大きいものから成るリストである。

mk-lstl(Ｌ1,Ｎ,Ｌ２）：‐mk-lstl(Ｌ1,Ｎ,［],Ｌ２)．

mk-lstl（[],Ｎ,Ｌ2,Ｌ２)．

mk-lstl(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ,Ｌ３）：‐Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１]，

ifthenslse(Ｈ１>Ｎ,ＬＳ＝[Ｈ１],ＬＳ＝([])，

append(LL,LS,LT),mk-lstl(Ｔ1,Ｎ,LT,L2)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,14,6,12,22,3,8,9,15],Ｎ＝１０の

ときはＬ２＝[14,12,22,15]、

66．mk-lst2(Ｌ1,Ｎ1,Ｎ2,Ｌ２)‐うＬ２は２重リスト

Ｌ１のＮ１番目からＮ２までの第１要素からなるリス

トである。

mk-lst2(Ｌ1,Ｎ1,Ｎ2,Ｌ２）：‐

mk-lst2(Ｌ1,Ｎ1,Ｎ2,,口,Ｌ２)．

mk-lst2（[],Ｎ1,Ｎ2,Ｌ2,Ｌ２)．

mk-lst2(Ｌ1,Ｎ1,Ｎ2,ＬＬ,Ｌ２）：‐Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１]，

Ｈ１＝[ＮＡ,11],ifthenslse（(１１>＝Ｎ1,11＝<Ｎ２)，

ＬＳ＝[ＮＡ],ＬＳ[]),append(ＬＬ,ＬＳ,ＬＴ)，

mk-lst2(Ｔ1,Ｎ1,Ｎ2,ＬＴ,Ｌ２)．

〈eg〉２重リストＬ１＝[[75,1]，［49,2]，［47,3]，

［41,4]，［52,5]，［53,6]],Ｎ１＝2,Ｎ2＝5のときは

Ｌ２＝[49,47,41,52]、

67．ｍｋｌｓｔ３(Ｌ1,ＮＡ,Ｌ２)->Ｌ２は２重リストＬ１の

第１要素がＮＡであるものの第ふ要素からなるリス

トである。

ｍｋｌｓｔ３(Ｌ1,ＮＡ,Ｌ２）：‐

ｍｋｌｓｔ３(Ｌ1,ＮＡ,□,Ｌ２)．

mk-lst3（[],ＮＡ,Ｌ2,Ｌ２)．

ｍｋｌｓｔ３(Ｌ1,ＮＡ,ＬＬ,Ｌ２）：‐

Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１],Ｈ１＝[11,1Ｂ]，

append(ＬＬ,ＬＳ,ＬＴ)，

ｍｋｌｓｔ３(Ｔ1,ＮＡ,ＬＴ,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[[75,1],[49,2],[47,3],[49,4],[５２，

５],[49,6]],ＮＡ＝49のときはＬ２＝[2,4,61

68．ｍｋｌｓｔ４(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３)-うＬ３は整数リストＬ１の

要素でＬ２の区間にある要素からなるリストである。

mk-lst4(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）：‐

ｍｋｌｓｔ４(Ｌ1,Ｌ2,口,Ｌ３）

mk-lst4（[],Ｌ2,Ｌ3,Ｌ３)．

mk-lst4(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ,Ｌ３）：‐

Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１],Ｌ２＝[11,12]，

ifthenelse((Ｈ１>11,Ｈ１<12),LS＝[Ｈ１],LS＝□)，

append(ＬＬ,LS,ＬＴ),mlLlst4(Ｔ1,L2,ＬＴ,Ｌ３)．

〈eg〉Ｌ１＝[3,10,12,14,15,17,18,19,20],Ｌ２＝
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［12,17]のときはＬ３＝[14,15]、

69．ｍｋｌｓｔ５(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３)‐うＬ３は同じ個数の２個

のリストＬ1,Ｌ２から要素の差異を表すリストである。

ｍｋｌｓｔ５(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）：‐

ｍｋｌｓｔ５(Ｌ1,Ｌ2,［],Ｌ３）

ｍｋｌｓｔ５（[],Ｌ2,Ｌ3,Ｌ３)．

ｍｋｌｓｔ５(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ,Ｌ３）：‐

Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１],Ｌ２＝[Ｈ２１Ｔ２]，

ｌｉｓＨ１－Ｈ２,ＬＳ＝[l],ＬＳ＝[])，

append(ＬＬ,ＬＳ,ＬＴ)，

ｍｋｌｓｔ５(Ｔ1,Ｔ２,ＬＴ,Ｌ３)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,3,4,6,7],Ｌ２＝[1,2,4,5,8]のと

きはＬ３＝[0,1,0,1,-1]、

70．ｍｋｌｓｔ６(Ｌ1,Ａ,Ｌ２)-うＬ２は重複した要素を持

つリストＬ１について，ある重複要素Ａの番号リス

トである。

ｍｋｌｓｔ６(Ｌ1,Ａ,Ｌ２）：‐

sig-dbll（Ｌ1,ＬＬ),mk-lst3(ＬＬ,Ａ,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,2,3,5,1,2,3,2,4,2,2],Ａ＝2のと

きはＬ２＝[2,6,8,10,11］

71．ｍｋｌｓｔ７(Ｌ1,Ｎ,Ｌ２)‐>Ｌ２は２重リストＬｌか

ら条件つきのリストである。条件はＬ２の要素＝Ｌｌ

の第１要素十(番号-1)＊Ｎ

ｍｋｌｓｔ７(Ｌ1,Ｎ,Ｌ２）：‐

ＬＯ＝Ｌ1,mk-lst7(Ｌ０，Ｌ１，Ｎ,［],Ｌ２)．

ｍｋｌｓｔ７(Ｌ０，口,Ｎ,Ｌ2,Ｌ２)．

ｍｋｌｓｔ７(Ｌ０，Ｌ1,Ｎ,ＬＬ,Ｌ２）：‐Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１]，

ｌｓｔｎｕｍ(Ｌ０，Ｈ1,Ｎ、)，

Aisll＋(Ｎｍ－１)＊Ｎ，ＬＳ＝[Ａ]，

append(ＬＬ,ＬＳ,ＬＴ)，

ｍｋｌｓｔ７(Ｌ０，Ｔ1,Ｎ,ＬＴ,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[[1,1]，[3,2]，[6,3]，［9,4]],Ｎ＝２の

ときはＬ２＝[1,5,10,151

72．ｍｋｌｓｔ８(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３)-うＬ３はリストＬ１につい

て２重リストＬ２の区間ある要素からなるリストで

ある。

ｍｋｌｓｔ８(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）：‐

ｍｋｌｓｔ８(Ｌ1,Ｌ2,［],Ｌ３)．

mk-lst8(Ｌ1,［],Ｌ3,Ｌ３)．

ｍｋｌｓｔ８(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ,Ｌ３）：‐Ｌ２＝[Ｈ２１Ｔ２]，

ｌｓｔｄｉｖｌ（Ｌ1,Ｈ２,ＬＳ,LSS)，

append(ＬＬ,ＬＳ,ＬＴ)，

ｍｋｌｓｔ８(Ｌ1,Ｔ２,ＬＴ,Ｌ３)．

〈eg〉Ｌ１＝[6,13,16,22,26,28,3040],Ｌ２＝[[1，

１５],［17,25],［26,31]]のときはL3＝[6,13,22,28,

301

73．ｎｏｄｏｂｌ(Ｘｓ,Ｙｓ)→リストＹｓはリストＸｓか

ら重複した要素を除いたリストである。

ｎｏｄｏｂｌ（[ＸｌＸｓ],Ｙｓ）：‐

ｍｅｍｂｅｒ(Ｘ<Ｘｓ),no-dobl(Ｘｓ,Ｙｓ)．

ｎｏｄｏｂｌ（[ＸｌＸｓ]，［ＸｌＹｓ]）：‐

nonｍｅｍｂｅｒ(Ｘ,Ｘｓ),no-dobl(Ｘｓ,Ｙｓ)．

ｎｏｄｏｂｌ（[]，［])．

〈eg〉Ｘｓ＝[a,ｂ,ｃ,ｂ]のときはＹｓ＝[a,ｂ,ｃ]、

74．ｎｕｍｌｓｔ(Ｎ1,Ｎ2,Ｌ１）今Ｌ１は２個の整数Ｎ１，

Ｎ２間の整数を要素とするリストである◎

ｎｕｍｌｓｔ(Ｎ1,Ｎ2,ＬＬ）：‐Ｎ３ｉｓＮ２＋１，

ｎｕｍｌｓｔ（[],Ｎ1,ＬＬ,Ｎ３)．

ｎｕｍｌｓｔ(ＬＬ,ＮＮ,ＬＬ,ＮＮ)．

num-lst(ＬＬ,Ｎ1,ＬＳ,ＮＮ）：‐

append(ＬＬ,[Ｎ１],Ｌ２)，

Ｎ２ｉｓＮ１＋1,num-lst(Ｌ2,Ｎ2,ＬＳ,ＮＮ)．

〈eg〉Ｎ１＝55,Ｎ2＝62のときは

Ｌ１＝[55,56,57,58,59,60,61,62]．

75．ordered(Ｘ)‐う整数リストＸは昇順に順序づけ

られているか。

ordered（[Ｘ])．

ordered（[Ｘ,ＹｌＹｓ]）：‐

Ｘ＝<Ｙ,ordered（[ＹｌＹｓ])．

〈eg〉Ｌ１＝[1,3,5,8,9]は昇順である。

76．pailLlst(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３)-うＬ３は２個のリストＬ１，

Ｌ２から各要素のペアを要素とする２重リストである。

pair-lst(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）：‐

pair-lst(Ｌ1,Ｌ2,［],ＧＧ１),reverse(ＧＧ１,Ｇ１)．

pair-lst（[]，［],Ｇ１,Ｇ１)．

pair-lst(Ｌ1,Ｌ2,Ｂ,ＧＧ）：‐

Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１],Ｌ２＝[Ｈ２１Ｔ２],Ｅ１＝[Ｈ１,Ｈ２]，

ｃａｒｃｄｒ(Ｇ１,Ｅ1,Ｂ),pair-lst(Ｔ1,Ｔ２,Ｇ１,ＧＧ)．

〈eg〉Ｌ１＝[０，１，２，３],Ｌ２＝[6,7,8,9]のときは

Ｌ３＝[[0,6]，［1,7]，［2,8]，［3,9]]．

77．prefix(Ｌ1,ＬＬ)-うりストＬ１はリストＬＬの接

頭部である。

prefix（[],Ｙｓ)．

prefix（[ＸｌＸｓ]，［ＸｌＹｓ]）：‐

prefix(Ｘｓ,Ｙｓ)．

〈eg〉Ｌ１＝[a,ｂ]はリストＬＬ＝[a,ｂ,ｃ]の接頭部

である。

78．prep-1(Ｌ1,Ａ1,Ａ２)-うＡ２はリストＬ１である
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要素Ａ１の一つ手前の要素である。Ａ１がＬ１の先頭

要素の時はＡ２＝０とする。

ｐｒｅｐ－１(Ｌ1,Ａ1,Ａ２）：‐ｌｓｔｎｕｍ(Ｌ1,Ａ1,Ｎ1)，

ＮＮｉｓＮ１－１,sampling(ＮＮ,Ｌ1,Ａ２)．

ｐｒｅｐ－１（Ｌ1,1,0)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,4,11,15,20,25,Ａ１＝20のときは

Ａ２＝15.

79．prt-n(Ｌ,Ｎ)-うりストＬの要素を先頭からＮ個

書き出す。

ｐｒｔ－ｎ(Ｌ,Ｎ）：‐ctr-set(０，０)，

ＮＮｉｓＮ－１,repeat,ctr-inc(0,Ｃ)，

［１rotate(Ｃ,Ｌ,Ｌ２),Ｌ２＝[Ｈ１,Ｔ１]，

write（'Ｈ１＝'),write(Ｈ１),ｎｌ!],ｃ＝:＝ＮＮ．

〈eg〉Ｌ１＝[a,ｂ,ｃ,ｄ,ｅ]，Ｎ＝３のときはａ,b,c、

80．prt-lst(Ｌ)->リストＬの要素を先頭から全部書

き出す。

prt-lst（[])．

prt-lst(Ｌ）：‐Ｌ＝[ＨｌＴ]，

write(Ｈ),ｎｌ,prt-lst(Ｔ)．

〈eg〉Ｌ＝[1,2,3,4]のときは１２３４．

８１．q-sort(Ｌ1,Ｌ２)‐>Ｌ２は整数リストＬ１をソー

トしたものである。

q-sort(Ｌ1,Ｌ２）：‐q-sOrt(Ｌ1,Ｌ2,［])．

q-sort([ＦｌＲ],Ｌ2,Ｍ）：‐split(Ｆ,Ｒ,Ｌ,Ｇ)，

q-sort(Ｌ,Ｌ2,［ＦｌＵ]，q-sort(Ｇ,Ｕ,Ｍ)．

q-sort([],Ｘ,Ｘ)．

split(_,［],［])．

split(Ｎ,［ＦｌＲ],［ＦｌＬ１],Ｇ）：‐

Ｎ>F<split(Ｎ,Ｒ,Ｌ1,Ｇ)．

split(Ｎ,［ＦｌＲ],Ｌ,［Ｆ｜Ｇ１]）：‐

Ｎ<Ｆ,split(Ｎ,Ｒ,Ｌ,Ｇ１)．

〈eg〉Ｌ１＝[4,3,6,1,2,5]のときは

Ｌ２＝[1,2,3,4,5,6]、

82．range－１(Ｍ,Ｎ,Ｎｓ)-うＮｓは整数ＭとＮを含む

区間の整理のリストである。

range－１（Ｍ,Ｎ,［ＭｌＮｓ]）：-

Ｍ<Ｎ,Ｍ１ｉｓＭ＋１，

range－１(Ｍ1,Ｎ,Ｎｓ)．

range－１(Ｎ,Ｎ,［Ｎ])．

〈eg〉Ｍ＝55,Ｎ＝62間のときは

Ｎｓ＝[55,56,57,58,59,60,61,62]、

83．repla-1(Ｌ1,Ｎ,Ａ,Ｌ２)-うＬ２はリストＬ１の第

Ｎ番目の要素を他の要素Ａで置き換えたものである。

repla-1（[ＣｌＬ],１，Ａ,［ＡｌＬ])．

repl2L1（[ＣｌＬ],Ｎ,Ａ,［ＣｌＬＬ]）：‐N1isN-1，

repla-1(Ｌ,Ｎ1,Ａ,ＬＬ)．

〈eg〉Ｌ１＝[a,ｂ,ｃ,ｄ,ｅ]，Ｎ＝4,Ａ＝ｋのときは

Ｌ２＝[a,ｂ,ｃ,ｋ,ｅ]、

84．repla-2(Ｌ1,Ａ,Ｓ,Ｌ２)-うＬ２はリストＬ１の要

素Ａを他の要素Ｓで置き換えたものである。

repla-2(Ｌ1,Ａ,Ｓ,Ｌ２）：‐list、(Ｌ1,1,Ａ,ＭＡ)，

repla-2(Ｌ1,ＭＡ,Ｓ,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[40,84,6,70,115,43,68],Ａ＝115,Ｂ＝

６８のときはＬ２＝[40,84,6,70,68,43,681

85．reverse(Ｌ1,Ｌ２)->リストＺｓはリストＬの反転

リストである。

reverse（[],［])．

reverse（[ＸｌＸｓ],Ｌ２）：‐reverse(Ｘｓ,Ｙｓ)，

append(Ｙｓ,[Ｘ],Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,3,8,10,25,4,6]のときは

Ｌ２＝[6,4,25,10,8,3,1］

86．rotate(Ｎ,Ｌ1,Ｌ２)‐うＬ２はリストＬ１をＮ回転

したものである。

rotate(0,Ｌ1,Ｌ１)．

rotate(Ｎ,Ｌ1,Ｌ２）：‐Ｌ１＝[ＨｌＴ],Ｎ１ｉｓＮ－１，

append(Ｔ,［Ｈ],ＬＬ),rotate(Ｎ1,ＬＬ,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,2,3,4,5],Ｎ＝2のときは

Ｌ２＝[3,4,5,1,2]、

87．same-lst(Ｌ1,Ｌ2,Ｎo)‐>２個のリストＬ1,Ｌ２

が同じ要素を持つならＮＣ＝０，異なるならＮＣ＝1．

same-lst(Ｌ1,Ｌ2,Ｎo）：‐mk-lst3(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３)，

ifthenelse(ｍｅｍｂｅｒ(1,Ｌ３),ＮＣ＝1,Ｎo＝O)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,3,5,3,4,1],Ｌ２＝[０，３，５，３，４，１］
のときはＮＣ＝1.

88．sampling(Ｎ,Ｌ1,Ａ)-うＡはリストＬ１のＮ番目

の要素である。

sampling(1,Ｌ,Ｍ）：‐Ｌ＝[ＬｘｌＬｙ].Ｍ＝Ｌｘ，

sampling(Ｎｂ,Ｌ,Ｍ）：‐NisNb-1，

Ｌ＝[ＬｘｌＬｙ],sampling(Ｎ,Ｌｙ,Ｍ)．

〈eg〉Ｌ１＝[a,ｂ,ｃ,ｄ],Ｎ＝３のときはＡ＝c，

89．siadbll（Ｌ1,Ｌ２)-う整数リストＬ１から番号２

重リストＬ２の作成。

sig-dbll(Ｌ1,Ｌ２）：‐sig-dbll（Ｌ1,0,［],Ｌ２)．

sig-dbll（[],Ｎ,Ｌ2,Ｌ２)．

sig-dbll(Ｌ1,Ｎ,ＬＬ,Ｌ２）：‐Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１]，

N1isN+1,LS=[H1,NU

append(ＬＬ,［LS],ＬＴ)，

sig-dbll(Ｔ1,Ｎ1,ＬＴ,Ｌ２)．
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〈eg〉Ｌ１＝[75,49,47,41,52]のときは

Ｌ２＝[75,1]，［49,2],［47,3]，［41,4]，［52,5]]、

90．sig-dbl2(Ｌ1,Ｌ２)-〉整数リストＬ１から閉区間

２重リストＬ２の作成。

sig-dbl2(Ｌ1,Ｌ２）：‐sig-dbl2(Ｌ1,［],Ｌ２)．

sig-dbl2（[Ｔ２],Ｌ2,Ｌ２)．

sig-dbl2（[H11T1],ＬＬ,Ｌ２）：‐Ｔ１＝[Ｈ２１Ｔ２]，

ＬＳ＝[Ｈ１,Ｈ２],append(ＬＬ,［LS],ＬＴ)，

sig-dbl2(Ｔ1,ＬＴ,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,3,5,8,12,20]のときは

Ｌ２＝[[1,3]，［3,5]，［5,8]，［8,12]，［12,20]]．

91．sig-dbl3(Ｌ1,Ｌ２)-う偶数個の要素の整数リス

トＬ１から開区間２重リストＬ２の作成。

sig-dbl3(Ｌ1,Ｌ２）：‐sig-dbl3(Ｌ1,［],Ｌ２)．

sig-dbl3（[],Ｌ2,Ｌ２)．

sig-dbl3（[Ｈ１１Ｔ１],ＬＬ,Ｌ２）：‐

Ｔ１＝[Ｈ２１Ｔ２],ＬＳ＝[Ｈ１,Ｈ２]，

append(ＬＬ,［LS],ＬＴ)，

sig-dbl3(Ｔ２,ＬＴｊＬ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,3,5,8,12,20]のときは

Ｌ２＝[[1,3]，［5,8]，［12,20]．

92．sig-dbl4(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３)‐うＬ３は整数リストＬ１

から２重リストＬ２を区間として参照した２重リス

トである。

sig-dbl4(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）：‐

sig-dbl4(Ｌ1,Ｌ2,［],Ｌ３)．

sig-dbl4(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ,Ｌ３)．

sig-dbl4(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ,Ｌ３）：‐

Ｌ２＝[Ｈ１１Ｔ１],Ｈ１＝[Ｎ１１Ｎ１]，

ｌｓｔｓｕｂ２(Ｌ1,Ｎ11,Ｎ2,ＬＳ)，

append(ＬＬ,［ＬＳ],ＬＴ)，

sig-dbl4(Ｌ1,Ｔ1,ＬＴ,Ｌ３)．

sig-dbl4(Ｌ1,［],Ｌ3,Ｌ３)．

〈eg〉Ｌ１＝[40,97,49,43,41,40,98,49,43,41,50,

40,52,41],Ｌ２＝[[1,5],[6,10],［12,14]]のときは

Ｌ３＝[[40,97,49,43,41],[40,98,49,43,41],[40,

52,41]]、

93．sig-dbl5(Ｌ1,Ｌ２）‐うＬ２は文字リストＬ１の各

要素を整数にした２重リストである。

sig-dbl5(Ｌ1,Ｌ２）：‐sig-dbl5(Ｌ1,［],Ｌ２)．

sig-dbl5(Ｌ1,ＬＬ,Ｌ２）：‐Ｌ１＝[Ｈ１１Ｔ１]，

ｃｏｎｖ２(Ｈ１,Ｌ11),append(ＬＬ,［ＬＬ1],ＬＴ)，

sig-dbl5(Ｔ1,Ｌ2,ＬＴ)．

sig-dbl5（[],Ｌ2,Ｌ２)．

〈eg〉Ｌ１＝[klk2,ｋｌ(k2＋k3)]のときは

Ｌ２＝[[107,49,165,107,50]，［107,49,165,40,107,50,

43,107,51,４１]]、

94．sig-dbl6(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３)-うＬ３は２つのリストＬ１

とＬ２の要素の対応が異なる時そのペアを要素とす

る２重リストである。

sig-dbl6(Ｌ1,Ｌ2,Ｌ３）：‐

sig-dbl6(Ｌ1,Ｌ2,［],Ｌ３)．

sig-dbl6(Ｌ1,Ｌ2,ＬＬ,Ｌ３）：‐

Ｌ１＝[ＨｌｌＴ１],Ｌ２＝[Ｈ２１Ｔ２]，

ifthenelse(Ｈ１￥＝＝Ｈ２，

append(ＬＬ,［[Ｈ１,Ｈ２]],ＬＴ)，

append(ＬＬ,［],ＬＴ))，

sig-dbl6(Ｔ1,Ｔ２,ＬＴ,Ｌ３)．

sig-dbl5（[]，［],Ｌ3,Ｌ３)．

〈eg〉Ｌ１＝[12,20,40,97,20,15,26],Ｌ２＝[1,20,

35,97,25,15,25]のときはＬ３＝[[12,1],40,35],［20,

25]，［26,25]]、

95．ｓｕｂｌｓｔｌ(Sub,Ｌ)‐今リストＳｕｂはリストＬの部

分リストである。

ｓｕｂｌｓｔ(Ｘｓ,Ｙｓ）：‐prefix(ＰＳ,Ｙｓ)，

suffix(Ｘｓ,ＰＳ)．

〈eg>リストSub＝[3,4,5]はリストＬ＝[１，２，３，４，

５，６，７，８]の部分リストである。

96．ｓｕｂｌｓｔ２(Ｌ1,Ｒ,Ｎ,Ｌ２)‐うＬ２はリストＬ１をＲ

回回転し前からＮ個とったものである。

ｓｕｂｌｓｔ２(Ｌ1,Ｒ,Ｎ,Ｌ２）：‐

rotate(Ｒ,Ｌ1,Ｌ12),lsLsubl（Ｌ12,Ｎ,－，Ｌ２)．

〈eg〉リストＬｌ＝[5,10,20,23,30,40,50,55,60]，

Ｒ＝5,Ｎ＝6のときはＬ２＝[40,50,55,60,5,10]で

ある。

97．suffix(Suf,Ｌ)‐＞リストSufはリストＬの接尾

部である。

suffix(Ｘｓ,Ｘｓ)．

suffix(Ｘｓ,［ＹｌＹｓ]）：‐suffix(Ｘｓ,Ｙｓ)．

〈eg〉Suf＝[b,ｃ]はリストＬ＝[a,ｂ,ｃ]の接尾部

である。

98．ｓｕｍｌｓｔ(Ｌ,Ｓｕｍ)‐今Ｓｕｍは整数リストＬの要

素の和である。

ｓｕｍｌｓｔ(1s,Ｓｕｍ）：‐ｓｕｍｌｓｔ(1s,０，Ｓｕｍ)．

sum-lst（[llls],Ｔｅｍｐ,Sum）：‐T1isTemp＋１，

ｓｕｍｌｓｔ(1s,Ｔ1,Ｓｕｍ)．

ｓｕｍｌｓｔ（[],Ｓｕｍ,Ｓｕｍ)．

〈eg〉Ｌ１＝[1,2,3,4]のときはＳｕｍ＝10.


